第６学年○組　道徳科学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　主題名　 信念をもって自分の行動を決めるために  
Ａ－１善悪の判断、自律、自由と責任
２　教材名　「マイルール」（出典：光村図書　きみがいちばんひかるとき）　

３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について                                                  
  他者と関わりながら、よりよい社会を築いていくためには、社会の秩序や規律を守りながら、主体的に判断し行動していくことが必要になる。主体的に判断し行動していくということは、規則や強制のあるなしではなく、自身がよりよくあろうと判断し行動することでもある。そういった主体的な判断ができる人間でありたいと考えることが、自己を高め、自律的な人間への成長につながる。今の自分からどのように過ごすことが自分自身の成長につながり、よりよく生きることであるのか主体的に判断、行動ができる児童を育てたい。
（２）児童の実態
　陸上大会や翼夏まつりのチャレンジマートに参加し、最高学年としての自覚や責任を感じており、普段の生活でもルールを守る規範意識はとても高い児童が多い。実際に「ルールや決まりを守った生活ができているか」というアンケートに対しては９割以上の児童が守れていると答えている。しかし、発言や行動が自分勝手であったり、相手のことを考えない行動であったりすることが少なくない。また、正しいと信じることをしたいと思うものの、他人の目を気にして思ったことを行動に移さず、人の行動に依存してしまうこともある。ルールを守ればいいというだけではなく、自律的に考え、行動することのよさに気づき、よりよい生活を送ることができる基盤を作りたい。
（３）教材について
　「きまりだから」「言われたことだから」ではなく、「本当に席に座ることが必要な人に座ってほしい。なんとかしてそういった人に座らせてあげる方法はないか」と自分で考え、実行する「みっちゃん」の姿と、その思いと行動力を知り、自分にも何かできることをやってみようと考えた「私」の姿が描かれている。児童と同年代の人物の姿と自分を比べながら読み進めることで、自律的に判断し、責任ある行動について考えを深めることができる。
　最初に「私」がため息をついたのはなぜなのかを考えることで「私」の自分中心の考え方であることを押さえる。後にみっちゃんの真意を知り感心する前の「私」の考え方をこの場面で押さえる。次にみっちゃんがどうして席に座ったのかを考える。「結論は、分からない。」のところで本文を切り、児童にみっちゃんの考えを話し合わせる。みっちゃんの真意を考えることで気分や他人に流されるのではなく、自分の信念をもって行動するかっこよさや強さを考える。最後にみっちゃんのもっていた信念はどんなものか考える。信念は誰かに言われてやるものや一人よがりになるものでなく、他人に迷惑をかけず、自分がよりよく生きるためにどうすればよいのかを考えることが大切であることに気付かせたい。
（４）身近な問題として意識付けるために
　授業の終わりに「マイルール」を作成する。
さらに、１週間後マイルールを守って過ごしてみた感想や改良点、どんな新しい自分が見えたか、感じたかを振り返る活動をする。
４　本時の学習指導      
（１）本時のねらい 
自分で自分の行動を決めるとはどういうことなのかを考え、自ら正しいと信じることを、自分の意思で判断し、実行しようとする実践意欲と態度を育てる。
（２）準備　教師：教科書の挿絵２枚
（３）本時の展開                                                                
	時間
	学習活動の流れ
	教師の支援と評価（◆）

	５
１０
２５
３５
４０

	１．日常生活の中で、自分が決めているルールを聞く。
・寝る前に本を読む
・土曜日の朝にランニングをする
・お風呂の前に宿題をする

２．「マイルール」の本文を「結論は、わからない」のところまで読む。

・自分も座席に座りたかったのに座れなかった。
・仕方なくみっちゃんに付き合っているけど、座りたかった。
・みっちゃんが座らないのはなんでだろうと思っているから。

３．みっちゃんが座ったわけを予想する。
・つかれたから
・気分が変わったから
・自分が席に座って自分の席を人にゆずるため


４．本文の続きを読んでみっちゃんの思いを考える。
・家族のルールにしばられるのではなく、自分で決めたい。
・人のためになる行動をとりたい
・自分で決めて行動すること

５．自分のマイルールをつくる
・毎日人に「ありがとう」と言われる行動をする。
・ゴミを10個拾うようにする。

・毎日日記をつける

６．今日の振り返りをする。

・○○さんの意見を聞いて、自分で目標を立てて行動することが大切であることがわかった。
・□□くんの意見を聞いて、みっちゃんが家族のルールにしばられるのではなく、自分で決めて行動できているところがすごいと思った。
・自分勝手なルールでなく、自分の成長のため、周りの人のために決めて行動できることはすごいと思った。
	・マイルールを想像しやすくするために、書くことができている児童を意図的に指名する。
・自分の考えを深めるために、そのルールを自分に課しているのか聞く。
・考えをもって行動することのよさを感じられるように、みっちゃんの考えがわかるところは読まない。

・本文の続きにあるみっちゃんの考えに納得する私の考え方を理解するために、このときの私は自分中心の考え方をしていることを押さえる。
・考えが変化している様子を比較できるように、立ってバスに乗っている挿絵と座っている挿絵を提示する。
・みっちゃんの考えにせまるために、私と座らなかったときと比較して考えさせる。
・話し合いに集中して取り組めるようにするため、ノートを閉じるよう指示する。
・自分勝手なルールにならないように、机間指導をしながらどんな考えをもとにして書いているか聞く。
・友達の意見を聞いてどう考えが変化したか振り返りを書きやすくするために、型を提示する。
・机間指導をしながら、記入できていな　い児童を中心にポイントになる点を明示し、その中から選ぶように助言する。



自分で自分の行動を決めるってどういうことだろう





わたしが、ため息をついてしまったのはどうしてだろう





みっちゃんはどんなことを考えてマイルールをつくったのだろう





◆自ら正しいと信じることを、自分の意思で判断し、実行しようと考えることができたかどうか、話し合いの発言やノートの記述から判断する。








